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　Abstract　The 　band 　trap 　on　pine　trees　to　aim 　at 　pine　pest　 control 　was

evaluated 　using 　threc 　ldnds　of　trap　material （r三ce 　straw −mat
，
　viny トmat 　and

corrugated −paper）in　d三fferent　environrnents ．　Most　of 　the　cellection 　was 　insects

（63、2％）and 　spiders （34．6％ ）in孟nd 孟v晝dual　numbers ．　 Among 　insects，　p三ne
pests　and 　natural 　enem ｛es　were 　almost 　equally 　caught ．　Dominant　species 　of 　the

former 　are 　Drosicha　pinicota，
　Protolachnus　thumbergii ，　Cinara　pinびformosana

and 　Dendrotimzas　Spectabi〜is．　 Among 　the　latter
，
　Velinus　nodipes 　is　the　most

dominant　one 　counting 　91％ in　indiv三dual　numbers ．　Fif毛y−one 　spider 　species

belonging　to　20　fami菫ies　were 　recognized 　and 　Clubionidae
，
　Phlodronlidae　and

Saltic量dae　were 　dominant．　 More　lnsects　were 　caught 　in　Clisturbed　environ −

ments 　such 　as 　parks　and 　yards　with 　poor　vegetat 玉on 　lack三ng 　ground 　cover 　than
natural 　environments 　such 　as 　forests　or　similar 　places　with 　rich 　vegetation 　and

fallen　leaves、　 More 　insect　pests　were 　caught 　in　traps 　using 　cerrugated −paper
and 　more 　natural 　enemies 　were 　in　rice 　straw −mat ．　 D ．　spectabilis 　larvae　were
caught 圭n 　corrugated −paper，　viny1・mat 　and 　rice 　straw −mat 　in　decreasing　order

，

but　diHferences　between　these　were 　not 　great．　 Practical　manua 歪for　using 　the
t「aP 　is　Provided，

　Key　words ； Band　trap；pine　treesl　trap　materia1 ；pine　insect　pests；nat 町 al

enemies ；spiders ．

緒 言

　マ ッ 害虫防除の た め の，い わゆる
“
こ も巻き

”
は 日本の 公園や神社などで 慣行的に実施さ

れ，韓国 で も 正980 年代ま で，か な り大規模に 街路樹に対 して実施されて い た．本法は昆虫の

越冬習性を利用 した生態的防除が農環境以外の都市部 で 見 られ る好例で ， 季節的風物詩 と も

な っ て定着 して い る場所 も多 い ．本法は ， 天敵や設置方法に対す る配慮が指摘 された こ とも

あるが （藤田 ， 1963；久居，1981），なお実施方法が画
一

的で あ る こ と，捕獲昆虫な どの 詳細

な種構成が 不明 で あ る こ と，こ も以外の素材の 検討が な され て い な い こ と， な ど か らよ り詳

　
1）現在農林水産省門司植物防疫所名瀬支所

　
Z） 現在熊本県鹿本農業改良普及所
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Table 三．　 Locatien，　trap　materials ，　number 　of 　pine　trees　surveyed 　and 　operation 　season 　of

　　　 band 　traps（YAMAGuc 田 ，1986−1990）・

TrapSlte
恥 cation

職〉 　Trapmateria12
）

　 Total　no ，　of 　　　　　 Operatien

pine　trees　surveyed3
）　　season （year）
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W （1986− 1990）

S （1987− 1990）
W （！986−1990）
S　（蓋987

− 1990）
W （1986

−1987）

W （1987−1990）
S （1987−1990）
W （1989− 1990）
W （1990）
W （1990＞
W （1990）

1） YU 　Farm ： Yamaguchi 　Univ，　Farm ，
　Yoshida，　Yamaguchi−shi ，　YU 　Campus ： Yamaguchi

　Univ，　 Campus，　 Yoshida，　 Yamaguohi −shi ，　 Ishin： Ishin−Koen ，　 Yamaguch 萋・shi，　 Aio ：

　Aio−cho ，　Yosh蓋ki−gun，　 Yamaguchi　 Pre£ ，　 Hach玉man ： Hirashimizu　Hachiman−gu，

　Yamaguchi −shi・
2） A ： rice 　str 呂w −mat ，

　B ： vinyl −mat ，　C ：corrugated −paper （card
−board）

3） Each　material 　of 　traps　was 　set　on 　the　same 　number 　of 　trees．
4） W ：winter ，　S： summer ．　 Beginning　and 　collection 　dates　are 　abbreviated ．

細な 調査研究が必要で あると判断さ れたため，
“

こ も巻 ぎ の再評価を行 っ た の が本研究で あ

る．農作物害虫に対 して も類似 の 方法が試用 さ れ て お り （FYE ，1985；富樫 ら，正988；富樫 ・

源，1989），本調査は こ の 分野 の研究 も視野に入れた もの で あ る．

　5年間に わた り， 冬期に数種 の 材料を用い て
， 環境の 異な る マ ッ 樹に こ も巻き状に バ ン ド

ト ラ ッ プ （以下 ト ラ ッ プ）を設置 し， 翌早春に侵入全昆虫と ク モ 類な どを回収 した ほ か，夏

期に も設置 して 参考資料 とした．本報 で は回収標本の うち，マ ッ 害虫，主要捕食性昆虫およ

び ク モ 類 に つ い て，トラ ッ プ の素材 と設置環境別 に種構成 と個体数を調査 し，

“
こ も巻 き

”
法

の再評価を行 っ た ほ か，適切な実施指針を作成 した．

　本文 に 入る に 先立 ち，本報告の主要な部分を占め るクモ 類を同定 くだ さ り， 種 々 有益 な ご

教示をい た だ い た追 手門学院大学加村隆英博士 に 厚くお礼申し上 げる． ト ラ ッ プ の 設置に関

し，山口大学農学部附属農場，山口市維新公園，山口市平清水八幡宮お よび岩国市吉香公園

の 関係各位 の ご理解と ご協力を得た，こ こ に記 して 厚 くお礼申し上げる．また，気象デ
ー

タ

を提供い ただ い た農業環境学研究室 ，

一
部の 昆虫 とクモ の 同定で擾助 い た だ い た東京都立大

学山崎柄根博士 ， 山口大学濱崎詔三郎講師，山形県吉田　哉氏 ， 統計処理 で 助力い た だ い た

R （洳 na 　SURAKARN 氏，な らび に野外調査に協力い ただ い た昆虫管理学研究室 の 学生諸氏 に

感謝の 意を表する．
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バ ン ド ト ラ ッ プ で捕獲された マ ツ 害虫と天敵

調査材料と方法

899

1．調査概要

　 トラ ッ プを設置 した場所 索材， 設置ア カ マ ツ 樹数と季節は Table　1 の とお りで あ る が，主

調 査地 は山口大学農学部附属農場 の ア カ マ ッ林を含む調査区 HV で ある．設置日 と回収日

の記入は省略 したが ， 冬期調査は通常 9 月に 設置 し，2 月に回収 した．1986年か ら 199G 無 の

5 回 の 冬期調査以外に，6−9 月 の 夏期調査 も4 年に わ た り実施 した．冬期調査で は延べ 204

本，夏期調査で は 延 べ 45 本の ア カ マ ッ に 設置 した．なお，1987年冬期 の み 2 シ リーズ の 調査

を並行 して 行 っ たが ， うち エ シ リーズ分 （36本）の ク モ 類に つ い て は捕獲個体数 の み集計 し，

種の 同定は して い な い．

　上記 の 調査以 外に調査区 HV の ある ア カ マ ツ 林に て，1987年 4 月か ら 9 月 ， お よ び 1990

年 5 月か ら 9月 の 閤 に，原則 として 10 日に 1回，20 本の 枝を無作為に選ん で ，50 回 ビ
ー

テ

イ ン グ法を行 い 参考資料 と した，また ， 岩国市着香公園に設置された
“
こ も巻き

”
の回収作

業を見た上，1部 の 捕獲昆虫な どを参考資料として 調査 した．

2，調査区の環境

　調査区 1： 附属農場の 傾斜地 に あ る果樹園 の 上方に位置する林地で ，多数 の ア カ マ ッ と他

樹種の 低木が自生す る．全調査 区中で 人為的環境か ら最 も離れ て い る．繁茂 して い る樹木 の

た め，設置木 の 日照は悪い．下草 の 植生 は シ ダ類な ど草本類で ，落葉が堆積 して い る，

　調査区 II： 附属農場水田 に 隣接する林地 の 東側斜面で あ る，ア カ マ ッ 以外の 樹木もかな り

混 じる林地で ある．設置木は林縁の 道沿 い に あ り日照 は やや良好で あ る．下草は主として草

本類で
， 落葉が堆積 して い る，

　調査区 m ：調査区 IIの 林地 の 西側に位置する平地で，近 くに男子学坐寮他 の 建物が あ り，

公園的な環境で あ る．下草植生は主 として芝生で，単純 で あ り，地表は落葉で おおわれな い．

　調査区 IV ：調査区 IIと同 じ林地内で ，　 II の 南西に位置 し，竹林に隣接す る．日照は悪い ．

　調査区 V ： 市内を通 る国道 9 号線沿い に ある山口市維新公園内に位置する．
一
ド草は芝生 の

み で，対象 とした ア カ マ ッ は剪定が行 われ ， 農薬散布 も実施され て い る．

　調査区 VI ： 由冂 大学構内の 東端に位置 し，近 くに女子学生寮他の建物が あ り，公園的な環

境で あ る．日照は良 く，下草は芝生 と草本類で ，地表は落葉で おおわれ な い．

　調査区 VII ：山口県吉敷郡秋穂町の 海岸砂地 の ア カ マ ツ 林で ，日照 は良 い が ， 下草は殆ど な

い．

　調査区 Vm ： 山口 市平清水八 幡宮に隣接す るア カ マ ッ林で ， 人為環境に近い が，植生 は調

査区 IIに似る，日照は悪 く，下草は シ ダ類を含む草本類で ある．

3．　 トラ ッ プの素材と設置方法

　ト ラ ッ プの 素材と して ， ム シ ロ
，

ビ ニ ール ム シ ロ （商品名1 セ キ ス イ タ フ む しろ）， ダン

ボ ール （ダ ン ボー
ル の片面を は ぎと り，波形部分を露出させ た もの ） の 3 素材を原則 と し て

使用 した．ダ ン ボ ー
ル の 場合，風爾 に よ る破損防止の た め

， 外側を塩化 ビ ニ ール で おお っ た．

設置木は調査区内で隣接な い し近接 し，直径が ほ ぼ同サ イ ズの ア カ マ ッ 3 本を選び （素材が

N 工工
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3 種の 場合），1 セ ッ トと した．

　ト ラ ッ プ は各素材と も幅 35cm で ，調査木の地上 150 。m の位置 （トラ ッ プ の 下端まで ）で

樹幹に巻 きっ け，上下 2 か所をひ もで しば っ た．調査区1，　 II，　IV の 調査木 30 本の 平均直径

は 22．4　cm で あ っ た．

　調査結果 の 考察の た め ，
ム シ ロ

，
ビ ニ

ール ム シ ロ
， ダ ン ボ ー

ル の 保温性を恒温器で 調査 し

た．・ア カ マ ッ 切株に そ れぞれ の 素材を巻きつ け，5℃ 単位で 変温 さ せ，10分後の各素材内温

度の 変化を サ ーミス タ
ー

温度計で 測定記録 した．− 5℃ か ら 35℃ へ の 昇温と ， 逆 の 降温実験

を行 っ た．そ の 結果，昇温 の 変化を最も受け た の が ビ ニ ・・一ル ム シ ロ で あ り，次い で ダ ン ボ
ー

ル で あ っ た．ム シ ロ は昇温 して も素材内の 温度変化が少な く保温性が 優れ て い た．降温実験

で 最 も変化が あ っ た の はダン ボ ール で， ビニ
ー

ル ム シ ロ が続い た．ム シ ロ は降温 で も反応が

お そ く現れ た． こ の結果，ム シ ロ が 3 素材中最 も保温性 に優れて い る こ と が分か っ た．

　ダ ン ボ ー
ル の 外側を塩化 ビニ

ー
ル で お お っ た結果，両資材 の 間に ア ブ ラ ム シ と カ イ ガ ラ ム

シ 類が 侵入 したた め ，塩化 ビ ニ ール だけの ト ラ ッ プ を試験的に設置 した （調査区 1，II，　IV で

計 蘆0 本）．こ の 結果は 10本 の 合計で ヤ ； サ シ ガ メ 2個体，モ リチ ャ
バ ネゴ キ ブ リ 5個体が捕

獲 され た の み で ，昆虫以外 の 動物 は全 く見出さ れなか っ た．下記 の結果欄で は こ の 塩化ビ

ニ
ー

ル の ト ラ ッ プ分は含め て い な い．

4． 回収方法

　木綿の布 （loox150 　cm ）を巻 い て ト ラ ッ プ を お お い ，下端を ひ もで 仮 ど め した あと トラ ッ

プを外 して布 に 包み こ み，
t
素材ご と大型 ビ ニ ール 袋に 入 れて 研究室に持ち帰 っ た あと ， 全て

の 昆虫，動物類を選び出した，な お ， トラ ッ プで おおわれ て い た部分の樹幹 に残存す る個体

もすべ て 採集した．回収標本は各調査木毎に区別 して記録 した．

結 果 と 考 察

　夏期に 設置 した トラ ッ プ の 結果 は，年次や設置月に より捕獲種 の 構成が か な り変動す る こ

と，降水量と そ の 集中度に 侵入個体数が影響を受ける こ とな どが判明したが，冬期の 調 査結

果と直接関係 しな い の で， ビーテ イ ン グ法 の 結果と と もに本報告で は省略 した．以下に記 す

結果は冬期調査に限 っ た もの で ある．

1．捕獲昆虫とクモ の構成

　冬期調 査に よ る捕獲全個体数を Table　2 に示 した．8 目に わ た る昆虫類が認め られたが ， 個

体数の 多い の は Hemiptera と Dictyeptera，　Collembolaで あり，　 Coleopteraと Hymenopteraが

そ れ に続 い た、昆虫以外で は ク モ が圧倒的に多 く捕獲 された．

　昆虫 ， 動物を合わ せた総捕獲個体数 に 占め る 昆虫とクモ の 割合は， そ れ ぞ れ 63、2％ 　と

34．6％ で あ っ た．害虫と天敵以外 の 昆虫で は ，
Dictyopteraと Collembolaが非常 に 多 く捕獲

さ れ ，前者の 大部分は Blattela　nipponica モ リチ ャ
バ ネ ゴ キブ リの 幼虫が占め た．

2． 害虫 と天敵昆虫，ク モ

　冬期調査に よ る捕獲種中の マ ッ 害虫とその 天敵，クモ 類を Table　3 に示 した．捕食性種は

マ ッ 害虫か ら記録 の な い種 も含め たが，ゴ ミム シ 類 と ア リ類 寄生性 コ バ チ 類は除い た．
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Table　2．　 Total　individual　numbers 　of　insects　and 　animals 　caught 　by　band　traps　on 　pine
　　　trees　in　winter （YAMAGucHI ，1986

−1990）
り

　　　　　　 （a）Trap　site　　　　　　　　　　I
　 Insects
　　　　　　（b）Operation　seasons2 ） W
and 　others
　　　　　　 （c ）Total　pine　trees　　　 90

II　 III　 IV　 V 　 VI　 V 豆IVIIITotal

W 　 　W 　 　W 　 　W 　 　W 　 　W 　 　W
66　　 12　　24　　 3　　　3　　　3　　　3　　 204

InsectaCollembo
韮a

Thysanura
Dictyoptera
Hemiptera

Lepidoptera

DipteraColeoptera

｝｛ymenoptera

　 　 Sub−total
OthersAcarinaAraneida

IsopodaCh
主10poda

D 孟P韮opoda

Amphlbia

Reptilia
　 　 Sub−total
Grand　totai

149

　 4129679

　 25
　 371351681326

　 11089

　 1
　 46

　 0

　 0

　 011372463

592　 　 0　 236

　 1　 　 0　 　 0

　 89　 939　 21
957　1453　　60

　 24　 56　 　 9
　 93 　 　 0　 1韮8

264　 　12　 31
142　 　 1　 99

2162　2461　　574

　 47111809100

　

5

1225

　 083321

　 4
　 0

　 0

　 0858

3387　3319

0　 　 0　 　 0　 93

0　 　 0　 　 0　 　 0

1　 　 8　 　 0　 　0
13　 肇63　　　1　　 12
玉　 39　 　 1　 　 董

0　 　 4　 　 0　 　 1

1　 　 1　 　 1　 　 8

0　 茎0　 　 0　 　 0
巨6　225　　　3　 115

　 1　 0

263　129OrQ3mjO

　

3
−

1000

306　131
880　147

　 OI60

　 011

　 0

　 0

　 0171396

　 Ol33

　 0

　 0
　 0
　 0

　 1134137

　 136

　 0

　2
　0
　 0

　 039154

1070

　 5118733381562534534206882

　 503761

　 23

　 159
　 　 4
　 　 3

　 　 1400110883

藍 For　trap 　sites 　and 　materials ，　see 　text　and 　Table　1．
2） W ： winter ．

　 昆虫 ：害虫 と天敵 の 捕獲飼体数割合は，そ れぞれ 50．6％ と 49、4％ で 殆 ど同 じで あ っ た．前

者で 個体数の多い の は 1）厂0∫’C肋 卿 fc・la マ ツ ワ ラ ジ カ イ ガ ラ ム シ （成 ， 幼虫），　 Protolα chnUS

thunbergii マ ツ ノ ホ ソ ア ブ ラ ム シ で ， 次 い で Cinara ρ畷 伽 1π 05 磁 α マ ッ オ オ ア ブ ラ ム シ と

Dendrolimus 　spectabilis マ ッ カ レ ハ （幼虫）で あ っ た，後者で は Yeiinus　nodipes ヤ ニ サ シ ガ メ

（成，幼虫）が 91％ を 占め，天敵昆虫 の 最優占種で あ っ た．
“
こ も巻 き

”
の 対象とされ て い る

マ ツ カ レ ハ 幼虫の 捕獲 は害虫総個体数の 6．0％ で あ っ た．

　 次に， トラ ッ プ内に おける越冬位置が種 に よ り異な る こ とが判明 した マ ッ カ レ ハ 幼虫は主

に 樹幹偲 ア ブ ラ ム シ 類 とマ ッ ワ ラ ジ カ イ ガ ラ ム シ はダ ン ボ ール と被覆用 ビ ニ ール の 間， ヤ

ニ サ シ ガ メ は樹幹 と トラ ッ プ の 両方，クモ 類は トラ ッ プ側に お い て 捕獲された， こ の 結果 は

回収作業 の 留意点 と なる，

　 ク モ ： ク モ は未同定種を含め る と，20 科 43 属 51種が確認 された． こ の なか で Clubiona

jucundaヤ ハ ズ フ ク ロ グ モ は捕獲飼体数が きわ め て 多く， ク モ 全体の 約 32％ を占め た．他に

個体数が多か っ た種は，多い順に Philodromus・subaureolus ア サ ヒ エ ビ グモ，　 Clubiona　vigil ム

ナ ア カ フ ク ロ グモ ，Philodromus 　auricomus キ ン イ ロ エ ビ グモ
，
　Evarcha　crassipes ア シ ブ トハ エ
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Table　3．　 Individual　numbers 　of　selected 　insects　and 　spiders 　caught 　by　band　traps　on 　pine

　　　trees（YAMAGucHI ，1986−1990）
1）．

A ．　Insect　pests　of 　pine　trees
　Aphididae　ア ブ ラ ム シ科

　　Cinara　etsuhoe 　lnouye 　ア カ マ ッ ミキ ア ブ ラ ム シ

　　cpiniformosana （Takahashi ）　マ ッ オオア ブラ ム シ

　　C．pinidensiporα e （Essig　et　Kuwana ）　マ ツ ノ エ ダオ オ ア ブラ ム シ

　　Stomaphis　pini　Takahashi マ ツ クチ ナ ガ オ オ ア プ ラ ム シ

　　Protoiachnus　thanbergii　Wilsen　マ ツ ノ ホ ソ ア ブ ラ ム シ

　Aphrophoridae 　ア ワ フ キ ム シ 科

　　Aphrophora　．flavipes　Uhler　マ ツ ア ワ フ キ

　Margarodidae　ワ タ フ キカイガ ラ ム シ 科

　　1）rosicha 　pinicola（Kuwana ）　マ ツ ワ ラ ジカ イ ガ ラ ム シ

　Scolytidae キ ク イ ム シ 科

　　Hylastes　pαrallelus　Chapuis 　マ ッ ノ ホ ソ ス ジ キ クイ ム シ

　 Curculionidae　ゾ ウ ム シ 科

　　 Pissodes　obscurus 　Roelofs　ク ロ キ ボ シ ゾ ウ ム シ

　　P．nitidus 　Roelofs　マ ツ キ ボ シ ゾ ウ ム シ

　　ShirahoshiZo　insidiosus（Roelofs）　マ ッ ノ シ ラ ホ シ ゾ ウ ム シ

　Lasiocampidae 　カ レ ハ ガ科

　　Dendrolimus　spectabilis （Butler）　マ ッ カ レ ハ

　 Sub −total

B ，　 Insect　natural 　enemies2 ）

　 Reduviidae　サ シ ガ メ 科

　　Velinus　nodipes （Uhler ）　ヤ ＝ サ シ ガ メ

　　lsyndus　obscurus （Dallas）　オオ トビサ シ ガ メ

　　Agriosphodrus　dohrni（Signoret）　ヨ コ ズ ナ サ シ ガ メ

　 Miridae　メ ク ラ カ メ ム シ 科

　　Alloeotomus∫吻 ρ伽∫ （Uhler）　マ ッ ノ ヒ ゲ ホ ソ メ ク ラ ガメ

　　Phoenicocoris　kyushuensis（Linnavuori）
3＞

マ ッ ト ビ メ ク ラ ガ メ

　 Pentatomidae 　カ メ ム シ科

　　Arma 　custos （Fabricius）　チ ャ イ ロ ク チ ブ トカ メ ム シ

　 Coceinellidae　テ ン トウ ム シ 科

　　1）r（｝py　lea　japon　ica（Thunberg）　ヒ メ カ メ ノ コ テ ン トウ

　　Harmonia 　axyridis （Pallas）　ナ ミテ ン ト ウ

　　Micraspis　kiotoensis（Nakane 　et　M ．　Araki ）　ク ロ ス ジ チ ャ イ ロ テ ン トウ

　　Sticholotis　punctata　Crotch 　ム ッ ボ シ テ ン トウ

　 Sub＿total
C．　 Spiders
Ctenizidae

　Gen，　sp ，
Dictynkdae

トタ テ グモ 科

パ グモ 科

Lathys　humilis （Blackwall）　カ レ パ グ モ

Uloboridae 　 ウ ズグ モ 科

　Octonoba　 sp ．

Oonopidae 　タ マ ゴ グモ 科・

　Orchestina　sp ．

　 7121

　 7
韮0618

8

773

1

51
三

4

つ

Jl

1
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00Q！

16　

玉

1531

　 1
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勹
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　 1
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Table　3．　（Continued）

Theridiidae　ヒ メ グモ 科

　Achaearanea　kompirensis（B δsenberg 　et　Strand）　コ ン ピ ラ ヒ メ グモ

　ん tepidariorum （C．　Koch ）　オ オ ヒ メ グ モ

　 14rg アrodes　sp ．

　 Dipoena　castrata　B6senberg　et　Strand　ボ カ シ ミジ ン グモ

　D ．mustelina （Simon）　カ ニ ミ ジ ン グモ

　 D ．yoshidai　Ono 　ヨ シ ダ ミ ジ ン グモ

　 Enoplognatha　transverslfoveata （B6senberg 　et　Strand）　カ レ ハ ヒ メ グ モ

　Phoroncidia　pilula（Karsch）　ッ ク ネ グモ

Linyphiidae 　サ ラ グモ 科

　Hy ！yphantes　graminicola（Sundevall）　ク ロ ナ ン キ ン グモ

　 Labulla　contortipes （Karsch ）　ア シ ヨ レ グモ

　 Meeopisthes　sp．

　 PVaickenaeria　kamakuraensis（Oi）　カ マ ク ラ ヌ カ グ モ

　 Gen ．　sp ．

Mimetidae　セ ン シ ョ ウ グモ 科

　 Ero　jgponica　B6senberg　et　Strand　セ ン シ ョ ウ グモ

　 Mimetus／aponicus 　Uyemura 　ハ ラ ビ ロ セ ン シ ョ ゥ グモ

Tetragnathidae ア シ ナ ガ グ モ 科

　 Leucauge 　sp ，

　 Tetragnatha　squamata 　Karsch 　ウ ロ コ ァ シ ナ ガ グモ

　 Tetragnatha　sp．
Agelenidae 　タ ナ グモ 科

　Cicurinajaponica（Simon ）　コ タナ グモ

　Coelotes　corasides （B6senberg 　et　Strand）　ヤ マ ヤ チ グモ

　 Coelotes　sp．
Hahniidae ハ タ ケ グモ 科

　Hahnia　sp ．

Lycosidae　コ モ リグモ 科

　 1）irata　sp ．
Oxyopidae サ サ グモ 科

　Oxyo ρes　sertatus 　L．　Koch 　サ サ グモ

Clubionidae 　フ ク ロ グ モ 科

　Clubiona　jπ cunda （Karsch ）　ヤ ハ ズ フ ク ロ グモ

　C．kurilensis　B6senberg　et　Strand　ヒ メ フ ク ロ グモ

　 Ckurosaveai　Ono 　ク ロ サ ワ フ ク ロ グモ

　Cvigil　Karsch　ム ナ ア カ フ ク ロ グモ

　Clubiona　sp ．

　Trachelas／aponicus 　Bdsenberg 　et 　Strand　ネ コ グモ

Anyphaenidae 　イ ヅ ッ グモ 科

　Anyphaena 　pugil　Karsch 　イ ヅ ツ グモ

Ctenidae　シ ボ グモ 科

　Anahita　fauna　Karsch　シ ボ グ モ

Heteropodidae ア シ ダ カ グモ 科

　He　te　ropoda 　fo　rc　ipa　ta （Karsch）　 コ ァ シ ダ カ グ モ

Gnaphosidae 　ワ シ グモ 科

　Hitobia　asiatica （Bdsenberg　et 　Strand）　 シ ノ ノ メ ト ン ビ グモ
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Table　3．　（Continued ）

　Poecilochroa　hosieiro　Yag 重numa 　ホ シ ジ ロ ト ン ビ グ モ

Thomisidae カ ニ グモ 科

　Coriarachne　fuivipes（Karsch）　コ カ ニ グモ

　Diaea　subdola 　O ，P．−Cambridge　 コ ハ ナ グモ

　Misumenops　tricuspidatus （Fabricius）　ハ ナ グ モ

　Thomisus 　labefactus　Karsch　ア ズ チ グモ

　 Xysticus　sp・

Philodrornidae エ ビグモ科

　Philodromus　auricomus 　L，　Koch　キ ン イ ロ エ ビグモ

　Rspinitarsis　Simon　キ ハ ダエ ビ グモ

　P．subaureotus 　B6senberg　et 　Strand 　ア サ ヒ エ ビ グモ

Salticidaeハ エ ト リ グモ 科

　Carrhotus　xanthegramma （Latreille）ネ コ ハ エ ト リ

　Euopht），s　undulatovittata 　BOsenberg　et　Strand 　イ ナ ズマ ハ エ ト リ

　Evarcha　crassipes （Karsch）　ア シ ブ トハ エ ト リ

　Marlフ’∬ α のわowskii （Kulczynski）
　PhinteUa　versicolor （C 、　Koch）

　Plexippoides　annulipedis （S・Saito＞
　Rhene 　 sp ．

　Silerella　vittata （Karsch）
　 Gen．　sp．
Su毫）＿tota1

オ オ ハ エ ト リ

メ ス ジ ロ ハ エ ト リ

マ ダ ラ ス ジハ エ ト リ

ア オ オ ビハ エ ト リ

36

4−

34

．

42

　

　

　

12

162123236

　 76
　 4148

　 16
　 7122

　 2

　 1
　 472469

　1） Ind｛vidual 　numbers 　of 　insects　pests（A ）and 　natural 　enemies （B）trapped 　on 　204　pine　trees

　　 and 　those　of　spiders （C ）on 　156　trees　are　l量sted （see　text）・

　2） Insect　natural 　enemies 　which 　have　been　known 　predaceous　on　the　pine　insect　pests　and

　　 other 　insects　are 　listed．　 Ground 　beetles，　ants　and 　parasitic　Hymenoptera 　trほpped　are

　 　 excluded ．

　
3） As 　it　is　supposedly 　predaceous，　this　species 　is　listed　here，

ト ワ，Ph　ilodromUS　spinita 　rsis キ ハ ダ エ ビ グモ ，　Plexippoides　annulipedis マ ダラ ス ジハ エ ト リな

どで ある，科別 に は，−1：記 各種が属す る フ ク ロ グモ 科，エ ビ グモ 科，ハ ェ ト リグモ 科が優占

的 で あ り， こ れ ら 3科の 総個体数 は ク モ 全体の約 80％ を占め た．

　また， ク モ 全体の 捕獲個体数に 占め る成体の割合は約 13％ で あ り，大部分が幼体で あ っ

た、

　樹木．．．kの クモ 相に つ い て は ， 本調査岡様に 冬期の み越冬場所と して侵入 した可能性を含む

が， ミ カ ン 園で 15科 37 属 53 種 （中尾 ・ 大熊，1958）， ク ワ 畑で 32 種 （KAYAsHIMA ，1972），

カ ナ ダの リン ゴ園 で 9 科 30 属 41種 （DONDALE 　et　aJ ．，1979）などの 記録があ り， 今回の 調査

は針葉樹 で あ る が種数に お い て 類似 した数値を示 した．

　ク モ に は集団で越冬す る種が知 られ （KAsToN ， 1965；1（RAFFT
，
1975；熊田，1977），さらに，

JENNINGS （1972）は 3 科に 属する 21 個体 の 樹皮下で の 集団越冬を報告 して い る．今回 の 調査

で 同 じ トラ ッ プ に 入 っ て い た種数は ，
｝種か ら 正5 種に わた り （14種の 例だけな し）， ク モ が

入 っ た トラ ッ プ数全体の 96％ で 2 種以．．ヒが 入 っ て い た．80、4％ の トラ ッ プ に 3−10種が侵入

しt11 種以上 入 っ て い た ト ラ ッ プ は 8．8％ で あ っ た，こ れ ら複数の 種の個体が ト ラ ッ プ内で
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Table　4．　 Mean 　individual　numbefs 　of　seleoted 　insects　and 　spiders 　per　band　trap　on 　pine

　　　trees　in　different　 environments （YAMAGucHI ，198（i−1990）
且）．

Inseots　＆
spiders

Trap　site2 ｝and 　number 　of　traps　used

190 1
厂
QIrO

m12 V412 V3 VI 　　 VII　　 VIII　　Total
3　 　 　 3　 　 　 3

Total　insects

Insect　pine　pests

Insect　natural
enemtes

Spiders

14．7ab

（韮326）

4．9a

（439）
2，7a

（246）
12，la

（1089）

32．8ab

（2162）

9，6a

（635）
5．1a

（338）
16，9ab

（1118）

205．1c　23，9ab

（2461）　　（574）

46．6a　　 Oa

（559）　　　（0）
69．4b　　l　1．Oa

（887）　　（48）
59．4c　 l1．Oa

（833）　（263）

5．3a

（16）

0．3a

　 （1）
4．3a

（13）
43．Obc

（129）

75，0b

（225）

19．3a

（58）
46．7b

（140）
53．3c

（160）

1．Oa

　 （3）

0．7a

　 （2）
Oa

　 （0）
44．3bc

（133）

38，3ab

（115）

0．7a

　（2）
3．3a

（IO）
12．Oa

（36）

（6882＞

（1696）

（1682）

（3761）

1） Spednlens　 ob 葛ained 　by　three 　k茎丑ds　of 　trap 　material 　wh 孟dl　were 　used 　 eqllally 　in　these

　 si宅es　are 　pooled　in　the　daIa．　 Numerals 孟n 　parentheses三ndicate 　total　individual　numbers ．

　Means　within 　rows 　fbllowed　by　the　same 　letter　are 　not 　significantly 　different（P ＞ 0．Ol）；

　Duncan ’

s　multiple 　r跚 ge　tcst．
2） Locations　of 　trap　s孟tes　are 　referable 　to　Tablc　l．

1

ど の よ うな位置関係 で 越冬 して い た か は不 明で あるが，1 トラ ッ プ内に 王5 種 50 個体，13種

165 個体など の 例が あ り，少な くとも相互 に忌避は して い な い と考え られ る． こ の現象も捕

食活動を しな い 越冬中の た め で あろう．

3、調査環境別の捕獲割合

　各調査区別 の ト ラ ッ プ当 りの 平均捕獲個体数を Table・4 に示 した，調査区 IIIと VI で 多く

捕獲さ れ た が，IIIが顕著で ある．こ の傾向はクモ で も同 じで あ るが各昆虫群で と くに顕著で

あ る，

　昆虫 ： 前述 した とお り調査区 1，II
，
　 IV は林地 で あり， こ れ に類似す る の が調査区 VIIIで

あ る が， こ れ らは い わば 自然環境 で ある，調査区VH は海岸の 水際に 近 く，風な どの た め元

来生息密度が低い と思われ，昆虫類は殆ど捕猿iさ れ なか っ た．残る調査区 m ，V，　 VI が比較

的類似 した環境で あ っ た ，す な わち ，
こ れ らは大学構内 と市内の 公園で ， 周辺 に マ ツ 以外 の

木本は殆 ど な く，地面は芝生で他の 下草は な く，落葉な どの 堆積物が全 くな い．っ まり， 好

適な越冬場所が 地表や 周辺に存在 して い な い 人為環境で あ る，こ の う ち 調査区 v は剪定 と殺

虫剤 の 散布が行われ て い る点が III，　 VI と異な る，　 III と VI に お い て 全昆虫と天敵昆虫が有

意に 多く捕獲iさ れ た．調査区 に よ り差 が 出た理 由は ，
マ ッ 生息性種 の 越冬場所が 地表と周辺

に存在す る か否か に影響された と考え られ る．

　ク モ ： ク モ の トラ ッ プ当り平均個体数は多 い 順に ， 調査 区 III，　 VI
，
　 VII

，
　 V で 多く， 昆虫

が IIIと VI に集中 した の に比較して ，やや異 な っ た傾 向を示 した．昆虫で は低 い数値を示 し

た調査区 VII と V は海岸 と公園 で あ り，特殊な地理 的環境 （VII）と薬斉rl使用 （V）に もか か

わ らず ， ク モ の 生息密度が大で あ っ た こ とが推察さ れ る．林地環境な い し植生が豊富な調査

区 1，II，　 IV と VII で 低 い 数値を示した こ と は興味深 い ．次 に ，調査区 1，　 II，　 III，　 IV に お け

る種多様度 （森下の 多様度指数 β）を参考ま で に比較する と，そ れ ぞ れ 6，193，8．357，3，552 と
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Tab 玉e　5．　 Individua正number 　of　selected 　inseots　and 　spiders 　caught 　by　different　kind　of

　　band　traps　on 　p圭ne 　trees（YAMAGuclll ，
1986− 1990）

藍）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Trap　materia 玉

夏nsects ＆ spiders 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Total

　　　　　　　　　（A ）Rice　straw −mat （B）Vinyl・mat （C）Corrugated−paper

1．Insec耄 pine　pests2）

　　 aphids3 ）

　　 pine　giant

　　　　mea 里ybug4）

　　 pine　caterpillar5
）

　 　 others

2、Insect　 natural
　　 enel韮1ies6）

　　 V．nodipes

　 　 others

3．Spiders7＞

玉10ab2058

2111684a

628

　 561333a

a鱗

50

34
　 5478a

461
　 171095a

1542b738715

4643520a

442

　 781333a

10

つ

」

勹
」

ハ
ソ

67
6771

101
　 591682

15311513761

り Atotal 　of　204　traps （68　each 　for　respective 　material ＞was 　se 重on 　pine　trees　in　eight 　trap

　sites ，　 Numera 弖s　within 　rows 　fo1韮owed 　by　the　same 玉etter 　are 　Ilot 　s量gni直cantly 　different

　（P ＞0．05）；Duncaガ s　multiple 　range 　test、　 For　eight　trap　sites，　see　Table韮and 　text．
2） Twelve　species 　listed　in　Table　3．
3＞ Fivc　aphid 　species 蓋isted　in　Table　3．
4＞ Drosicha　pinicola（Kuwana ）
5） Dendrol’mus 　spect αblis（Bulter）
6） Ten 　species 　listed　in　Table　3，
η De 窰erm 童ned 　 individuals　 l量sted 　 in　 Table　 3　 plus　 those　 collected 　 by　 the　 second 　 serics

　 ca 「ried 　out 　in　茎987，

13，050 で あ っ た．こ の 数値は自然状態の もの で は な く， 越冬用 ト ラ ッ プ に入 っ た結果を基 に

した もの で ある こ とに留意する必要があ る，

　環境別 の 捕獲結果は本法 の 実施対象地域 の 選定に あ た っ て 考慮す べ き基礎資料を提供 し

た．すな わち，山林よりも植生が貧弱で 落葉の堆積が な い 環境で昆虫，ク モ と もに多 く捕獲

され た こ とが判明 した．

4．素材瑚 の 捕獲割合

　ム シ ロ と ビ ニ
ー

ル ム シ ロ ，ダ ン ボ
ー

ル の 3 種の 素材は，全調査区で必ずセ ッ トで使用 した

の で ， 設置数は同 じ で あ る．捕獲結果 を Table　5 に示 した．

　昆虫 ：害虫は素材に より差が生 じた．と くに ダ ン ボ
ー

ル で非常に多 く 90．9％ が捕獲iさ れ ，

他 の 2 素材と有意 差が あ っ た ，次 い で ム シ ロ と ビニ
ール ム シ ロ の 順で あ っ た．天敵は ム シ ロ

で多 く捕獲され た が ，
ビ ニ

ー
ル ム シ ロ とダ ン ボ ール で もかな り捕獲され，3 素材間 で 有意差

が な か っ た．こ の 傾向は主要害虫と天敵で も当然同様で あ っ た が，マ ツ カ レ ハ 幼虫は 3素材

間で他の ア ブ ラ ム シ とカ イ ガ ラ ム シ ほ ど顕著な差はな く，捕獲数の多 い 順で ダ ン ボール
，

ビ

ニ ール ム シ ロ
，

ム シ ロ と な っ て ビ ニ
ー

ル ム シ ロ が 最低で は なか っ た の が特異で ある．

　なお，試験的に設置した塩化 ビ ニ ール の ト ラ ッ プ は前記 した と お り，ほ とん ど捕獲さ れな

か っ た． ビ ニ ール ム シ ロ と塩化 ビ ニ
ー

ル は ， ともに ひ もで 上部を固定 したあ との 隙間 （昆虫
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設置環境 公園 ・住宅地 ・施設搆内

↓

　　　　　林地

（日照が良好な 林縁 を選ぶ）

設置 目的 主に害虫防除 主に天敵保護

↓ ↓
設置時期 気温 が 15 ℃ 前後 になるまで に設置

設置の 要点

↓ ↓
昆虫 ・クモ の侵入を容易にするため 、

トラ ッ プ上部の固 定を ゆる くする

十
トラ ッ プの 素材 ダンボー

ル

回収時 期

↓

　　　　十

一
　　　　↓

冬の 間 （2 月上旬まで）がよ いが 、 天敵保護が主 目的の 場合は

f啓蟄の 日」で もよ い

↓ ↓
回収の要点 樹幹側で越冬して い る マ ツ カ レ ハ 幼虫の除去 ・殺虫が 大切

↓ ↓
　回収後　　　　　天敵を除い た あと トラ ッ プ　　　 天敵保護のた め トラ ッ プの

　　　　　　　　　 を焼却する　　　　　　　　　　焼却は避け、害虫を殺虫 した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の ち、捕獲天敵を放飼する

　　　　　　　　 Fig．1．　 Manual 　for　setting　band　traps　on 　pine　trees，

な ど の 侵入口 とな る）が殆 どな い こ とと，塩化 ビ ニ ール で は保温性が な く越冬 に 不適で あ っ

たと判断さ れ る．

　クモ ： ク モ は ビ ニ ール ム シ ロ で 少 し低か っ た もの の 3 素材闇 で 有意差はな く捕獲された，

3 素材の トラ ッ プ に よ り作 られた空間と保温性 の 差に， ク モ は殆ど影響を受けなか っ た こ と

を示 して い る．

　本結果は対象昆虫群を限定する場合，よ り有効な素材 の 選定が必要 で ある こ とを示 した．

具体的 に は害虫防除に は ダ ン ボ ール
， 天敵保護に は ム シ ロ が 有効で ある．
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5，総合評価

　マ ッ の バ ン ド ト ラ ッ プ法は，設 置環境と対象昆虫群 に 対応 した実施方法を とる場合，有効

な生態的防除な い し天敵保護法で あ ると判断され る．本報告で は害虫 と天敵以外の 昆虫に っ

い て の 検討を しな か っ た が ，これ らの 資料を明 らか に す る こ とで 他 の 農林害虫管理 に対す る

本法の 位置づけ が よ り的確に行えるだ ろ う．

6，　 トラ ッ プ の設罨指針

　本調査結果を 基に，現行の
“

こ も巻き
”

の実態を視野 に入れて マ ツ の バ ン ドトラ ッ プ法の

実施 マ ニ ュ ア ル を作成 し， フ ロ ーチ ャ
ートに した の が Fig．1 で ある．

　1） 対象地域 ：公園，神社，住宅地 ， 施設構内などの 人為環境か，林地な ど の 自然環境か な

ど，対象地 の 環境特徴を判別す る．次い で，害虫防除か天敵保護 あ る い は両方を視野 に 入

れ る かを決定する．林地の 場合，日照が良好で 湿度の 少な い林縁部が効果的 で あ る．

　2） 対象昆虫釋 ： 舛象とする マ ッ に お ける害虫の発生状況 な どを考慮 して ，主 た る対象昆

虫群を害虫か 天敵 に 限定で きれば，下記 の 素材選定 その 他 の 点で よ り効果的な実施が可能と

なる，

　3） 設 置 ・回収時期と方法 ：従来実施され て い る時期は，例えば岡山，広島，山口 各県 の 3

か所 （後楽園，縮景園 ， 古香公園）で 10月下旬か ら 11 月上旬 に 設置 さ れ て お り，害虫と天

敵 い ず れ を対象として も遅す ぎる．マ ッ カ レ ハ 幼虫の場合 ， 越冬に 入 る気温 は 10−13℃ で あ

り， 15℃ 前後に な る前に設置す る 必要が あ る．因に 山 口市で は 9 月に 入れば最低気温 が 15℃

よ り下が る 日があ り，10 月 に は平均気温が 15℃ 以下の 日がある，また ， 回収は害虫を目的と

した場合，越冬後に トラ ッ プ か ら移動 した後に 回収 ・ 焼却 して も意味が な く，従来，公園な

ど で 実施 され て い る 「啓蟄の 日」まで 設置すれば ， 殆ど の 毘虫は移動 した後で ある．前年 の

秋に 侵入 した後で あれば冬 に 回収 して もよ い が ， おそ くと も2 月上旬まで に終了す る こ とが

必要で あ る．天敵保護の場合は お そ くな っ て も支障な い．害虫目的 の 場合 の 回収後の素材は ，

天敵を除い たあ と焼却処分する．天敵保護 の 場合は害虫を除去殺虫 した あと天敵を周辺 に放

飼す る．

　4） 使用素材 ： 対象昆虫群を害虫とす る場合は ダン ボール を，天敵の 場合は ム シ ロ を使用

す る．公園 ・神社な ど美観を考慮す る場所で あれば ， ダ ン ボ ール の 上を ム シ ロ で お お うこ と

も可能で あろう．

　5） マ ッ カ レ ハ を主対象とする場合は，ダ ン ボ ール を使用 して 早目 に 設置 して 2 月上旬に

は回収 し， 樹幹に残 っ た幼虫 も捕殺 した の ち， ト ラ ッ プ に つ い た天敵を放飼 し， しか るの ち

に トラ ッ プ を焼却す る，

　6） 対象昆虫群が 不明 の 場合は，まず ム シ ロ で 設置 し，早目に回収 して 害虫 ・天敵の捕獲i

内容を確認 し，そ の 結果に より次年度の実施を より的確 に 行 う．

摘 要

　3 種 の 素材 （ム シ ロ と ビ ニ
ール ム シ ロ

， ダ ン ボー
ル ）を使用 し た バ ン ド トラ ッ プを異 な る環

境 の マ ッ に設 置 し，捕獲iされた害虫と天敵，ク モ を調査 して ， 慣用され て い る
“
こ も巻ぎ 法

を再検討 した．
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　1） 全捕獲個体 の 63．2％ が昆虫，34．6％ が ク モ で あ っ た．マ ツ 害虫と天敵は ほ ぼ 同個体数

が 捕獲 さ れ た．前者で はマ ツ ワ ラ ジ カ イ ガ ラ ム シ
，

マ ツ ノ ホ ソ ア ブ ラ ム シ，マ ツ オ オ ア ブ ラ

ム シ とマ ッ カ レ ハ が優占種で ，後者の 91％ はヤ ニ サ シ ガ メ で あ っ た，クモ は 20 科 43 属 51

種が確認 され ， フ ク ロ グモ 科，エ ビ グモ 科，ハ エ ト リグモ 科が優占的で あ っ た．

　2） 設置環境別で は，害虫 と天敵 　ク モ は ともに林地な ど植生が比較的豊富 で ，下草な い

し落葉な ど で 地表が お おわれ て い る環境で は捕獲数が少な く， 公園や施設構内な ど植生が 貧

弱で地表が落葉な ど で お お わ れ て い な い 環境で は多 く捕獲された．

　3） 害虫は ダ ン ボ ール で 圧倒的に多 く捕獲さ れ た．天敵は ム シ ロ で 多 く捕獲 され た もの

の，ビ ニ ー
ル ム シ ロ とダ ン ボ ー

ル で もか な り捕獲 され，有意差 はなか っ た．こ の 傾向は両毘

虫群 の 中の主要種 で も同様 で あ っ た．マ ッ カ レ ハ 幼虫は ア ブ ラ ム シ と カ イ ガ ラ ム シ ほ ど素材

間で 顕著な差 は な く，ダ ン ボール ， ビ ニ ール ム シ ロ ， ム シ ロ の順で捕獲さ れ た，ク モ の 捕獲

数は素材閤で有意差 はな か っ た．

　4） バ ン ド トラ ッ プ法の効率化に は，越冬に入る前 の 早期設置と翌春 の 脱出前 の 早期回収

が 必須で あ り，っ い で，対象昆虫群に対応 した素材 の 選定が 要請さ れ る，
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